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第 3 章では，一定長の情報系列に対して検査記号を逐次付加することに重み 4 の符号語数がほぼ 1/





















(3) ランダム符号化の手法を用いることにより 2 元線形ブロック符号に対する誤り見逃し確率の最小値
に関する上界式を新しく導出し，従来よりもより厳密に評価できることを明らかにしているO
以上のように本論文は， 2 元線形ブロック符号の新しい構成法を考案するとともに誤り見逃し確率の
上界式を導出したものであって，この種の符号に関する有用な知見を得ており，通信工学，特に符号理
論の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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